
関
へ
も
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

高
野　

貞
宣 

議
員

質
問　

井
戸
水
の
活
用
に
つ
い
て

（
内
容
）
村
営
水
道
が
普
及
し
井
戸

水
の
利
用
は
少
な
い
状
況
に
あ
る
が
、

災
害
時
ま
た
は
渇
水
時
に
お
い
て
貴

重
な
水
資
源
と
考
え
ま
す
。

　

公
営
の
井
戸
を
含
め
村
で
把
握
し

て
い
る
井
戸
の
数
と
利
用
状
況
に
つ

い
て

答
弁　

公
営
の
井
戸
に
つ
い
て
は
、

簡
易
水
道
施
設
が
６
ヶ
所
、
学
校
施

設
が
２
ヶ
所
、
和
紙
の
里
に
２
ヶ
所

の
計
10
ヶ
所
で
す
。
水
道
施
設
の
井

戸
に
つ
い
て
は
全
て
水
道
資
源
と
し

て
利
用
し
、
学
校
施
設
に
お
い
て
は
、

プ
ー
ル
の
水
源
と
し
て
、
和
紙
の
里

に
お
い
て
は
和
紙
製
造
所
お
よ
び
体

験
工
房
の
紙
漉
き
に
利
用
し
て
い
ま

す
。

　

今
後
の
井
戸
の
活
用
に
つ
い
て

答
弁　

一
般
家
庭
に
お
い
て
井
戸
が

あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
村
営
水
道

断
水
時
に
対
象
家
庭
に
お
い
て
は
有

効
に
利
用
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
渇
水
時
に
は
一
般

家
庭
の
井
戸
水
も
枯
渇
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
、
ま
た
大
地
震
の
際
に
も

地
盤
変
化
に
よ
り
水
量
の
確
保
は
難

し
い
と
考
え
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
状

況
を
踏
ま
え
村
と
し
て
全
体
を
把
握

す
る
の
で
は
な
く
、
ご
近
所
同
士
で

相
互
の
理
解
の
上
、
助
け
合
い
に
よ

り
、
使
用
し
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問　

小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
つ
い
て

（
内
容
）
本
年
夏
期
よ
り
小
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
が
設
置
・
利
用
開
始
と

な
り
ま
し
た
が
適
切
な
使
用
基
準
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

設
置
初
年
度
に
あ
た
り
使
用
基
準

の
概
略
は

答
弁　

「
東
秩
父
村
立
小
・
中
学
校

空
調
設
備
使
用
指
針
（
案
）
」
を
作

成
し
、
運
用
し
て
い
く
予
定
で
す
。

概
要
と
し
て
は
、
表
３
の
と
お
り
で

児
童
・
生
徒
の
健
康
を
十
分
に
配
慮

し
運
用
を
し
ま
す
。

　

夏
期
・
冬
期
併
せ
た
年
間
の
電
気

料
金
の
試
算
は

答
弁　

「
Ｊ
Ｒ
Ａ
（
日
本
冷
凍
空
調

工
業
会
）
」
の
基
準
に
授
業
時
間
等

を
考
慮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
年
間
電
気

料
を
、
小
学
校
60
万
円
・
中
学
校
82

万
円
の
合
計
１
４
２
万
円
と
試
算
し

ま
し
た
。

問合せ　議会事務局　　８２－１２２１

東秩父村議会会議録の
公開について
　東秩父村議会では、平成２６年４月より村
ホームページ上で議会会議録を会議録検索シ
ステムにより公開しています。会議録検索シ
ステムでは、通常の「会議録閲覧」のほか、
キーワードを入力することによる「かんたん
検索」や「くわしく検索」および「発言集」
を検索することができます。
　なお、６月より過去分（平成１７年～）に
つきましてもご覧いただけるようになってい
ますので、ご活用ください。
　また、冊子での公開を今までの役場（議会
事務局）のほか、東秩父村図書館でも実施し
ていますのでご利用ください。 （画面例→）

　　

      　 
問合せ　 苦　情　案　内　　計

２３　  １１　      １　        ５　    １７

２４　     ７　      ２　        ７       １６

２５　     ８      　５     　１５　    ２８

表２                                       （単位：件）

内容

年度

表１                           （単位：千円）

タブレット通信費　   　１１，０８９

システム保守料　　　　　２，７０９

音声告知システム通信費　   １，３３１

音声告知システム保守料　   ２，３７６

消耗品費　　　　　　　　      ２５０

一般修繕費　　　　　　　      ５００

施設修繕費　　　　　　　      ７５０

　　　　　計　　　      １９，００５

表３

　　　　　　　夏　      期　　　　　 冬   　   期

稼働期間　６月中旬～９月中旬　１２月上旬～３月中旬

稼働時間　  　　　　　授業時間内を基本

設定温度　　　　２８℃　　　　　　 　１８℃

そ の 他
　     扇風機の併用　          加湿器の活用

　　　　   　　　　　　カーテンの活用

運転管理　               教職員が管理を行う


